
  
 

 

2021年６月９日 

各 位                          

会 社 名 株 式 会 社 オ ー ケ ー エ ム 

代 表 者       代表取締役社長  村井 米男 

 （コード番号：6229 東証市場第二部） 

問合せ先     取締役上席執行役員 

      管理統括本部長  木田 清 

        （TEL. 077-518-1260） 

 

 

剰余金の配当（期末配当及び記念配当）に関するお知らせ 

 

当社は、2021年６月９日開催の取締役会において、2021年３月 31日を基準日とする剰余金の配当

（期末配当及び記念配当）を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．剰余金の配当（期末配当及び記念配当）の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2021年３月 15日公表） 

前期実績 

（2020年３月期） 

基準日 2021年３月 31日 同左 2020年３月 31日 

１株当たり配当金 40円 00銭 ※１ 同左 20円 00銭 ※２ 

配当金の総額 180百万円 － 66百万円 

効力発生日 2021年６月 15日 － 2020年６月 26日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

※１ 2021年３月 31日配当の内訳：普通配当 35円、記念配当５円（東証第二部上場記念配当） 

※２ 2020年８月４日付で、株式分割（普通株式１株を 10株に分割）を行いましたため、2020年３

月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、算出しております。 

 

２．配当決定の理由 

  当社は、配当金を株主への利益還元として経営上の重要課題と位置付けております。当面の業績

動向に加え、新技術・新製品の研究開発投資、業容の拡大に伴う設備投資、優秀な人材の確保、借

入金返済、社債償還のための資金ニーズにも対応すべく内部留保の充実を図りつつ、配当の継続性、

安定性にも十分留意し実施したいと考えております。以上を踏まえ、連結配当性向として概ね 30％

を目処に配当金額を決定することを当面の配当政策の基本方針としております。 

  上記方針と業績動向等を総合的に勘案し、2021年３月期の１株当たり期末配当金を、普通配当 35

円に 2020 年 12 月 17 日に東京証券取引所市場第二部へ上場を果たしたことによる記念配当５円を

加えた合計 40円と決定いたしました。 

 

以  上 


